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業務継続計画（BCP）作成に向けて



介護サービス事業者に求められる役割

■サービスの継続

■利用者の安全確保
介護事業者は、体力が弱い高齢者等に対するサービス提供を行います。自然
災害が発生した場合、深刻な人的被害が生じる危険性があるため、「利用者
の安全を確保する」ことが最大の役割です。そのため、「利用者の安全を守
るための対策」が何よりも重要となります。

■職員の安全確保

■地域への貢献

介護施設・事業所における自然災
害発生時の業務継続ガイドライン
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自然災害（地震・水害等）BCPのフローチャート
介護施設・事業所における自然災害発生時の業務継続ガイドライン
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・気象、高潮及び波浪に関する特別警報
・気象、高潮、波浪及び洪水に関する警報及び注意報
・台風、大雨、大雪及び竜巻等突風に関する情報

防災気象情報の種類と役割

防災気象情報
（警報・注意報）の役割

災
害
の
危
険
性

特別警報
大雨（土砂災害、浸水害）、暴風、
波浪、高潮

重大な災害の起こるお
それが著しく大きい場
合に発表

警報
大雨（土砂災害、浸水害）、洪水、
暴風、波浪、高潮

重大な災害の起こるお
それがある場合に発表

注意報
大雨、洪水、強風、波浪、高潮、
雷、濃霧、乾燥、低温

災害の起こるおそれが
ある場合に発表

防災関係機関（国、県、市町村等）の活動や住民の安全確保行動の判
断を支援するため、気象災害の重大さや可能性に応じて特別警報・
警報・注意報を発表する。
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防災気象情報が住民へ伝わるまでの流れ
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夜間～翌日早朝に
大雨警報（土砂災
害）に切り替える可
能性が高い注意報
※警戒レベル3相当

高潮警報に切り替え
る可能性が高い注
意報
※警戒レベル3相当

大雨・高潮

防災気象情報の流れと防災対応（台風）
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（警戒レベル相当情報）

例：土砂災害警戒レベルと防災気象情報
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大雨・暴風・波浪・高潮について、警報級の現象が5日先までに予想されて
いるときには、その可能性として［高］、［中］の2段階で発表。

大雨、高潮に関して[高]又は[中]が予想されている場合は、災害への心構え
を高める必要があるとされる警戒レベル１です。

早期注意情報（警報級の可能性）
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• 危険な時間帯が一目で分かるよう、警報級、注意報級の現象が予想され
る時間帯を赤色、黄色で示す。

• 警報級の現象が概ね6時間以上先に予想されている場合には、警報の発表
に先立って警報に切り替える可能性が高い注意報を発表し、警報級の現
象が予想される時間帯を明示。

特別警報・警報・注意報

9



大雨の例
沖縄本島

危険度の高い場所確認危険度の高い場所確認

キキクル（危険度分布） どこで災害発生の危険が高まっているか

浸水害 洪水害土砂災害

・災害発生の危険度の高まりを5段階に色分けして表示
・「洪水浸水想定区域」等と重ね合わせて表示可能
危険性の判断に活用できる

この雨大丈夫？そんな時は
気象庁HPで確認

大雨警報、洪水警報、
土砂災害警戒情報・・・

政府広報オンラインより
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※土壌雨量指数等の実況値や２時間先までの予測値

土砂キキクル（大雨警報（土砂災害）の危険度分布）
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【詳細】気象庁ＨＰ 「キキクル」（危険度分布）の通知サービスについて
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/ame_push.html

登録した地域のいずれかの場所でキキクル（危険度分布）の
「危険」（紫）が出現したとき等に通知します。

キキクル（危険度分布） 通知サービスについて
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暴風警報
発表０時 ３時 ６時 ９時 １２時 １５時 １８時 ２１時 ０時

未明 明け方 朝 昼前 昼過ぎ 夕方
夜の
はじめ頃

夜遅く

強風期間 暴風期間

暴風となる3～6時間前に発表します。

※朝（６～９時）に暴風警報を発表する場合は、通勤・通学を考慮
し、早め（６時過ぎ）に発表するように努めます。

＜暴風警報の例＞

短時間に激しく降る大雨については、ある程度の予報精度を確保するため、現象発生
の2～3時間前に発表します。

• 気象情報等で早めに大雨の可能性について把握しておくことが大切です。

ただし、大雨警報・洪水警報等の場合は、

防災対応が可能な時間的な余裕を見込んで発表します。
警報・注意報の発表タイミング
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自治体メール配信

地方自治体が住民サービスとし
て実施。最新の警報・注意報など
をメールで入手でます。

防災気象情報の入手方法

複数の情報を同時に見たいときに

沖縄気象台＞防災気象情報
https://www.jma.go.jp/bosai/#pro&disp=warning
_time_series,probability,information,radar,forec
aster_comment,level_landslide,level_inundatio
n,level_flood&col=dldd8i8p9r8p8l9o&row=b49fa
s&area_type=offices&area_code=471000

沖縄気象台
https://www.data.jma.go.jp/okinawa/
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高潮に関する防災気象情報を活用した避難行動について

• 高潮警報に切り替える可能性が高い高潮注意報は、暴風が吹き始めて屋
外への立退き避難が困難となるタイミングも考慮して、暴風警報が発表
されている場合は高潮警報として発表される。

• 暴風が吹き始める段階までには、高潮警報・注意報の予想最高潮位（高
潮の高さ）に応じた浸水想定区域の外の安全な場所への避難を完了する
ことが重要です。

※暴風警報や強風注意報は警戒レベル相当情報ではないが、暴風が吹き始める前
に避難を完了しておくことが重要。

発表された高潮注意報に
夜間～翌日早朝までに
「高潮警報に切り替える
可能性が高い」と記載さ
れている場合（警戒レベ
ル3相当）には、予想最
高潮位（高潮の高さ）を
確認した上で、その前の
夕方の時点で必要な避難
行動をとることをご検討
ください。 15



業務継続計画（BCP）の作成
初動対応
①利用者・職員の安否確認、安全確保
②建物・設備の被害点検
③職員の参集

作成後
①平時から研修、訓練（シミュレーション）を行う
②定期的に見直す

利用者、職員 皆で作成する
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段階的に発表される防災気象情報を活用し、
早めの防災対応・避難行動につなげて
いただくようよろしくお願いいたします。

ご清聴ありがとうございました。

ご不明な点などお気軽にご相談ください。

沖縄気象台地域防災推進課（担当：比嘉、根間）
TEL：098-918-4012
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